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参考資料　教育に関する県民意識調査の結果

参　考　資　料

 ■　１　教育に関する県民意識調査の結果　　　　　　　　	　　　
		
　徳島県教育委員会では、「徳島県教育振興計画（第４期）」を策定するにあたり、教育に関す
る県民意識を広く把握するとともに、それらを振興計画に反映させることを目的として、県の
「オープンとくしまｅ−モニターアンケート制度」を利用して調査を実施しました。調査対象、
調査期間、回答状況、調査結果については、以下のとおりです。

　○　調査対象
　　県民（ｅ-モニター）	　………………………………………………………	200名
　○　調査期間
　　令和５年１月11日（水）～	令和５年１月24日（火）
　○　回答状況
　　

　○　調査結果　※１人あたり３つの複数回答をお願いしました｡

（１）将来を担う子どもたちが育っていく上で、特にどのようなことが重視されるべきだ
と思いますか。
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11.2%
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21.9%

36.7%

36.1%

5.9%

23.1%

21.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

①心身ともに健康である

②社会の役に立とうとする使命感を持つ

③豊富な知識や技能を身につける

④物事に適切に対応できる判断力や実践力を身につける

⑤新たに何かをつくりだしたり、自ら進んで学ぼうとする意欲を

身につける

⑥自分やまわりの人の人権を大切にする心や態度を身につける

⑦物事の善悪を正しく見極められる

⑧美しいもの、清らかなものに感動できる心を持つ

⑨マナーを守り、礼儀正しく行動できる

⑩人と適切にコミュニケーションを図ることができる

調査対象者数（人） 回答者数（人） 回　答　率
200 169 84.5％
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（２）幼稚園の教育において、これからどのようなことに力を入れればよいと思いますか。

（３）小学校の教育において、これからどのようなことに力を入れればよいと思いますか。

61.5%

9.5%

27.8%

40.2%

29.6%

34.3%

44.4%

36.1%

5.9%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①遊びを中心とした多様な経験ができるようにする

②文字を使ったり数字を数えたりするなどの知的な教育を行う

③きちんとした「しつけ」を行う

④自分やまわりの人の人権を大切にする心や態度を育てる

⑤個性や適性を伸ばす

⑥きまりを守り、よいと思うことを進んで行う態度を育てる

⑦体を十分に動かし、体力を高める

⑧情操・感性・創造力等を高める

⑨安全教育や防災教育を充実する

⑩特別支援教育（障がいのある幼児一人一人の教育的ニーズに

応じた教育）を充実する

71.0%

54.4%

52.1%

5.9%

45.0%

20.7%

8.3%

26.0%

7.7%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

①基礎的な学力が身につくようにする

②基本的な生活習慣を身につけるとともに、規範意識や社会性を

高める

③自分やまわりの人の人権を大切にする心や態度を育てる

④キャリア教育（自己にふさわしい生き方を実現しようとする能力

を育む教育）を充実する

⑤児童の感性を育み、個性や創造力を伸ばす

⑥外国の言葉や文化に触れ、積極的にコミュニケーションを図ろ

うとする態度を育てる

⑦ＩＣＴ（情報通信技術）を効果的かつ適切に利用できる力を養う

⑧スポーツや文化に親しむ習慣が身につくようにする

⑨安全教育や防災教育を充実する

⑩特別支援教育（障がいのある児童一人一人の教育的ニーズに

応じた教育）を充実する
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（４）中学校の教育において、これからどのようなことに力を入れればよいと思いますか。

（５）高等学校の教育において､ これからどのようなことに力を入れればよいと思います
か｡

59.8%

39.6%

41.4%

24.3%

45.0%

32.5%

17.2%

23.1%

8.3%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①基礎的な学力が身につくようにする

②基本的な生活習慣を身につけるとともに、規範意識や社会性を

高める

③自分やまわりの人の人権を大切にする心や態度を育てる

④キャリア教育（自己にふさわしい生き方を実現しようとする能力

を育む教育）を充実する

⑤生徒の感性を育み、個性や創造力を伸ばす

⑥英語を積極的に使い、コミュニケーションを図る能力を育成する

⑦ＩＣＴ（情報通信技術）を効果的かつ適切に利用できる力を養う

⑧スポーツや文化に親しむ習慣が身につくようにする

⑨安全教育や防災教育を充実する

⑩特別支援教育（障がいのある生徒一人一人の教育的ニーズに

応じた教育）を充実する

46.2%

32.5%

30.2%

50.9%

32.5%

42.0%

33.7%

14.8%

9.5%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①確かな学力が身につくようにする

②基本的な生活習慣を身につけるとともに、規範意識や社会性を

高める

③自分やまわりの人の人権を大切にする心や態度を育てる

④キャリア教育（自己にふさわしい生き方を実現しようとする能力

を育む教育）を充実する

⑤生徒の感性を育み、個性や創造力を伸ばす

⑥国際社会の一員として、視野を広げ、英語力を伸ばす

⑦ＩＣＴ（情報通信技術）を効果的かつ適切に利用できる力を養う

⑧スポーツや文化に親しむ習慣が身につくようにする

⑨安全教育や防災教育を充実する

⑩特別支援教育（障がいのある生徒一人一人の教育的ニーズに

応じた教育）を充実する
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（６）特別支援学校の教育において、これからどのようなことに力を入れればよいと思い
ますか。

（７）教員の資質の向上を図ることが求められています。あなたが、望ましいと思うのは
どのような教員ですか。

46.2%

56.2%

31.4%

24.3%

38.5%

39.1%

31.4%

10.1%

9.5%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①基礎的な知識や技能が身につくようにする

②基本的な生活習慣を身につけるとともに、規範意識や社会性を

高める

③キャリア教育（自己にふさわしい生き方を実現しようとする能力を

育む教育）を充実する

④小学校・中学校等との交流及び共同学習を推進する

⑤保護者や地域社会への理解・啓発を推進する

⑥医療、労働、福祉等の関係機関との連携を推進する

⑦児童生徒と地域住民がともに学ぶ活動や地域貢献活動を推進する

⑧ＩＣＴ（情報通信技術）を効果的かつ適切に利用できる力を養う

⑨スポーツや文化に親しむ習慣が身につくようにする

⑩安全教育や防災教育を充実する

27.8%

40.8%

37.3%

14.8%

50.9%

31.4%

13.0%

59.2%

13.6%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①深い専門知識や技術をもつ教員

②子どもによくわかる教え方をする教員

③子どもにとって手本となる規範意識や公共心の高い教員

④明るく子どもに接する教員

⑤公平に子どもに接する教員

⑥子どもの個性を伸ばす教員

⑦子どもを毅然とした態度で指導できる教員

⑧子どもの適性や能力を正しく把握できる教員

⑨保護者とコミュニケーションがとれる教員

⑩地域社会の活動などでも指導者となれる教員
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（８）学校での防災教育において、これからどのようなことに力を入れればよいと思いま
すか。

（９）学校での人権教育において、これからどのようなことに力を入れればよいと思いま
すか。

33.1%

62.7%

22.5%

53.8%

33.1%

25.4%

30.2%

4.1%

15.4%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①地震などによって起こる災害（津波・火災等）の内容

②災害が発生してすぐに取るべき行動

③避難所に避難して取るべき行動

④災害に備えて、日頃から気をつけておくべきこと

⑤災害発生時の避難場所と避難方法

⑥自分の住んでいる地域で起こりやすい災害

⑦地域の安全な場所・危険な場所

⑧災害についての過去の体験談や地震津波を伝える石碑等

⑨防災ボランティアへの参加

⑩地域の人たちとの防災訓練

53.8%

67.5%

58.6%

22.5%

38.5%

27.8%

27.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

①自分のことを大切にする気持ち（自尊感情）を育てる

②まわりの人を大切にする心や態度を育てる

③互いのちがいや多様性を認めることができる力を育てる

④よりよい人間関係をつくる力を育てる

⑤いじめなどの人権侵害や差別を許さない態度を育てる

⑥交流や体験を通して人権の大切さを学ぶ

⑦権利を主張するだけでなく、義務や責任も果たす態度を

身につける
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（10）学校での主権者教育において、これからどのようなことに力を入れればよいと思
いますか。

（11）学校での消費者教育において、これからどのようなことに力を入れればよいと思
いますか。

43.8%

58.6%

28.4%

66.3%

33.7%

15.4%

32.5%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①政治や選挙の意義や仕組みについての理解

②社会、経済、環境等に関する現状や諸課題についての理解

③調査や諸資料から情報を分析し、読み取る力の育成

④社会の課題について様々な立場から多角的に考える力の育成

⑤根拠に基づき自分の考えを形成する力の育成

⑥根拠に基づき自分の考えを主張する力の育成

⑦社会の課題について、他者とともに合意を形成する力の育成

⑧国家・社会の形成に主体的に参画しようとする力の育成

43.8%

47.9%

63.3%

32.0%

48.5%

21.3%

27.2%

10.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①生活設計やライフステージに合った家計管理

②預貯金や保険、株式等の基本的な金融商品への理解

③契約のルールやクレジット、解約についての制度や方法

④消費者被害や消費者トラブルに関する相談窓口や対処方法

⑤インターネット（スマートフォン）を活用した適切な情報の入手や

発信

⑥食の安全安心に向けた地産地消や食品表示の適正化

⑦持続可能な社会の形成に向けた「倫理的消費（エシカル消費）」

への推進

⑧消費者情報センターや地域と連携した「出前授業」
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（12）コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進によって、学校と家
庭や地域社会との連携・協働を進めることが重要です。そのためには、どのようなこ
とが必要だと思いますか。

（13）生涯学習社会の実現のためには、自分にとってどのような「学び」が必要だと思
いますか。

35.5%

36.1%

12.4%

32.5%

42.6%

43.8%

32.0%

14.8%

21.9%

22.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①インターネットなどを活用した広報活動の充実

②学校と保護者や地域住民が話し合う学校運営協議会などの拡大

③ＰＴＡの会合や研修会等への保護者の参加の促進

④保護者が日頃から気軽に訪問できる学校の体制づくり

⑤保護者や地域の人材が学校ボランティアなどに参加しやすい

体制づくり

⑥授業や部活動において「地域社会の行事」などへ参画

⑦地域の教育資源を活用した出前授業の実施

⑧専門家（大学教授等）の知見による学校経営などへのアドバイス

⑨学校運営への保護者や地域住民の意見の反映

⑩学校と地域の連絡調整を行う地域コーディネーターなどの配置

29.0%

22.5%

56.2%

37.3%

60.9%

42.0%

25.4%

17.2%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①今の仕事に関する専門的な知識･技術の習得

②新たな職業（転職含む）のために必要な知識･技術の習得

③自己啓発のための新たな知識･技術の習得

④自分の家庭生活･家庭教育に役立つ知識･技術の習得

⑤自分の趣味や生きがいづくり

⑥社会貢献に役立つ知識･技術の習得

⑦地域づくりや地域課題を解決するための知識･技術の習得

⑧同じ考えを持つ仲間づくり･つながりづくり

⑨現在は、学びたい気持ちや余裕がない
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（14）徳島県のスポーツ振興のために、どのようなことに力を入れればよいと思いますか。

（15）徳島県の文化振興のために、どのようなことに力を入れればよいと思いますか。

36.7%

25.4%

42.6%

34.3%

19.5%

28.4%

49.7%

26.6%

10.7%

20.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①学校体育の充実と運動部活動の活性化

②ジュニア期からの一貫指導体制の確立

③優秀な指導者、トレーナー等の養成

④地域密着型のプロスポーツなどとの連携強化

⑤スポーツ医・大学・企業等様々な主体との連携

⑥総合型地域スポーツクラブの育成・支援

⑦スポーツ施設、設備の整備・充実

⑧県民が参加するスポーツイベントの開催

⑨障がい者のスポーツ参加機会の拡充

⑩トップアスリートのプレーと触れ合う機会の提供

23.1%

53.8%

34.3%

40.2%

13.6%

43.8%

31.4%

10.1%

28.4%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①学校の文化的行事の充実と文化部活動の活性化

②地域や郷土の歴史・文化等についての理解を深める学校教育

の充実

③児童生徒が文化を通して異なる世代や様々な地域の人と

交流する機会の充実

④伝統文化を次世代に継承・保存できる人材の育成

⑤地域における文化活動の指導者の養成

⑥優れた芸術公演などを鑑賞する機会の提供

⑦県民が参加できる文化イベントの開催

⑧文化団体及び文化財保護団体との連携

⑨地域や郷土の歴史文化資産に親しむ機会の充実

⑩史跡、名勝、天然記念物等の文化財の保護・活用



−73−

参考資料　教育に関する県民意識調査の結果

（16）徳島県の教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を加速し、ＧＩＧＡスクール
構想の取組を充実・深化するためにどのようなことに力を入れればよいと思いますか。

（17）脱炭素社会の実現に向けて、地球環境問題について理解を深め、持続可能な社会
の創り手を育成するためにどのようなことに力を入れればよいと思いますか。

49.1%

18.9%

60.4%

32.0%

39.6%

26.0%

27.8%

21.9%

7.1%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①学び・指導の変革による児童生徒の情報活用能力の育成

②特別な配慮を必要とする児童生徒の学びへのＩＣＴ活用

③児童生徒の情報モラル・情報セキュリティ意識の向上

④ ＩＣＴを学びのツールとし活用した児童生徒の学力向上

⑤教員のＩＣＴ活用指導力の向上

⑥外部人材活用やヘルプデスクの設置による学校のＩＣＴ活用支援

⑦１人１台端末環境や安定した通信環境の確保

⑧ ＩＣＴを活用した教職員の校務効率化による負担軽減

⑨県・市町村等関係機関との知見の共有

⑩家庭の通信環境に対する支援

48.5%

64.5%

49.7%

34.3%

30.8%

29.6%

10.7%

18.3%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①気候変動や生物多様性に関する教育活動

②廃棄物の削減や製品の再利用、リサイクルに関する教育活動

③資源の有限性や再生可能エネルギーに関する教育活動

④自然環境・社会・文化・経済の相互の関わり合いに関する

教育活動

⑤学校内外における自然体験活動

⑥環境保全等に係るボランティア活動

⑦ＩＣＴや図書館・博物館等社会教育施設の活用による情報収集

⑧地域・行政・企業等の外部機関と連携した教育活動

⑨学校全体で計画的に教科横断的な取組が推進できる体制づくり
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（18）学校における働き方改革において、これからどのようなことに力を入れればよい
と思いますか。
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①出退勤管理システムの活用によるタイムマネジメント

②年次有給休暇の取得促進

③学校閉庁日や定時退庁日の設定

④１人１台端末などのＩＣＴを活用した授業改善

⑤学校と保護者間の通信手段のデジタル化

⑥学校行事の精選・見直し

⑦外部人材（教員業務支援員や部活動指導員等）の活用

⑧コミュニティ・スクールの活用促進

⑨部活動数の見直しや参加する大会・発表会等の精選

⑩休日の部活動の地域移行に向けた取組
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参考資料　徳島県教育振興計画（第４期）策定までの経緯

 ■　２  徳島県教育振興計画（第４期）策定までの経緯　　	　　　
		
令和４年９月27日	 徳島県教育振興審議会委員公募
		～	令和４年10月21日

令和４年11月４日	 徳島県教育委員会会議定例会において、
	 徳島県教育振興審議会委員（案）を承認

令和４年11月29日	 徳島県教育委員会会議定例会において、
	 徳島県教育振興審議会に対し諮問することを承認

令和４年12月14日	 第１回徳島県教育振興審議会開催（総合教育会議との合同開催）
	 　徳島県教育委員会の取組について説明
	 　徳島県教育振興計画（第４期）の策定について諮問

令和５年１月11日		 教育に関する県民意識調査実施
		～	令和５年１月24日

令和５年３月23日	 第２回徳島県教育振興審議会開催
	 　教育に関する県民意識調査の結果について説明
	 　徳島県教育振興計画（第４期）（骨子案）について協議

令和５年９月７日	 第３回徳島県教育振興審議会開催
	 　徳島県教育振興計画（第４期）（素案）について協議

令和５年９月28日	 徳島県議会９月定例会文教厚生委員会において、
	 徳島県教育振興計画（第４期）（素案）を報告

令和５年10月10日	 基本計画議決条例に係る全議員勉強会（１回目）開催

令和５年11月10日	 第４回徳島県教育振興審議会開催
	 　徳島県教育振興計画（第４期）中間取りまとめ（案）について協議

令和５年11月30日	 基本計画議決条例に係る全議員勉強会（２回目）開催

令和５年12月５日	 徳島県教育振興計画（第４期）の中間取りまとめに関する
		～	令和６年１月４日	 パブリックコメント実施

令和６年１月25日	 第５回徳島県教育振興審議会開催
	 　徳島県教育振興計画（第４期）答申（案）について協議

令和６年１月29日	 徳島県教育振興計画（第４期）について答申

令和６年１月31日	 徳島県教育委員会会議定例会において
	 徳島県教育振興計画（第４期）（案）を、
	 徳島県議会２月定例会に議案として提出することを承認

令和６年２月15日	 徳島県議会２月定例会に議案として
	 徳島県教育振興計画（第４期）（案）を提出

令和６年３月11日	 徳島県議会２月定例会において
	 徳島県教育振興計画（第４期）を議決

令和６年３月14日	 徳島県教育委員会会議定例会において	
	 徳島県教育振興計画（第４期）を策定
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参考資料　徳島県教育振興審議会委員

 ■　３  徳島県教育振興審議会委員　　　　　　　　　　　	　　　
		

令和５年４月１日現在
氏　　　名 役　　　職　　　等

会　長 佐　古　秀　一 鳴門教育大学	学長

副会長 青　木　正　繁 医療法人新心会総務部	次長

副会長 加　渡　いづみ 四国大学短期大学部	教授

赤　松　梨江子 公募委員

大　杉　雅　一 徳島市名東郡PTA連合会	顧問

金　西　計　英 徳島大学高等教育研究センター	教授

河　口　雅　子 徳島文理大学人間生活学部児童学科	学科長・教授

木　内　　　崇 徳島商工会議所	副会頭

近　藤　　　務 株式会社徳島新聞メディア	代表取締役社長

泰　山　　　裕 鳴門教育大学大学院学校教育学研究科	准教授

孝　志　　　茜 徳島県私立学校審議会	委員
公認会計士・税理士

近　森　由記子 徳島県青年国際交流機構	参与

土　井　佳　世 徳島県立富岡東高等学校	教諭

豊　永　陽　子 生光学園高等学校	教諭

長　野　和佳子 日本放送協会徳島放送局	局長

中　南　香　菜 公募委員

花　本　絵　美 鳴門市明神幼稚園	主任教諭

松　木　　　均 徳島大学生物資源産業学部	学部長

松　本　賢　治 徳島市教育委員会	教育長
徳島県市町村教育長会	会長

森　下　稲　子 阿南市立横見小学校	校長

森　永　尚　実 徳島県立国府支援学校	教諭

若　山　美　果 徳島市南部中学校	教諭

※　会長、副会長以外は50音順　敬称略
	



重点項目Ⅰ

ドイツ姉妹校との国際交流

〈裏表紙に掲載した写真の説明〉

重点項目Ⅱ

自然体験活動

重点項目Ⅴ

地域防災訓練

重点項目Ⅵ

台湾高校生との三味線演奏

重点項目Ⅲ

地域貢献活動（お接待）

重点項目Ⅳ

音訳図書体験
（読書バリアフリー）
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